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とな る。ただし,n≧1で,β は黄金分割 比(β2=β 十1)で ある。つ ま り,振 動減衰型 で,

減衰定数は リヤプノブ指数 で ある。

一般 には,減 衰定数 とリヤ プノブ指数 との問 には簡単な関係はないが,多 くの場合,振 動減

衰型 である。ただ し,カ オスーカオス転移 の転移点 では,非 減衰の振 動が出現す る。

7.MgO熱 輻射 スペク トルの臨界解析

新 山 亘

低吸収率物体の光吸収スペク トル測定 に,熱 輻 射測定法 が高感度 を持つ こ とを利用 してMgO

の多音子過程 に基 づ く輻射 スペ ク トルの測定 を行 った。900～1000c㎡1に 現 われ る ピー ク

について,中 性子散乱 による分散 曲線 をもとに して臨界解析 を行 い,

(1)Σ3TO+XiLO(X点 近 傍)

(2>X3TO十Xl]〕0(K点)

(3)Σ3TA+Σ3TO(X点 近 傍)

とアサイ ン した。特に(1)について約600Kま での温度依存性 を求め,熱 膨張 とともに解析 した。
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1.Ni2MnSnの フ ェ ル ミ 面

岩 島 栄 市

本論文 はX2MnZ型 の強磁性ホイスラー合金の一つであるNi2MnSnの 電 子構造 を明 らかに

した ものである。特 にNi2MnSnの フェル ミ面 を求 め,同 種 のホイス ラー合金Cu2MnAL

Pd2MnSnの フェル ミ面 と比較 した。即 ち,majority-spin電 子 に つ い て は,三 つ の合 金 の

フェル ミ面の数及び性質が同 じで,形 も非常に よく似ているのに対 して,minority-spin電 子

については,フ ェル ミ面の形が三 つの合金に対 し異な るこ とを示 した。更にフェル ミ面上の電

子のOPW成 分,X原 子 とMnのd成 分の割 り合 いを算出 し,次 の結 果 を得 た。OPW成 分は

約50%で ある。残 りのX原 子のd成 分 とMnのd成 分は,Cu2MnAlで は後者が前者 よ り大

き く,Pd2MnSnで は前者 の方が よ り大 きい。又Ni2MnSnで は両者が同程度 である。

上述の ようなX2MnZ型 ホイスラー合金がフェル ミ面 に共通 に見 られ る特徴及 び個々の合金

に特有 な性質 は,こ れか らなされ るであろ う実験に対 して重要 な目安 を提供す るものである。

2.TGS中 のVO2+のESR

米 倉 砺 二

強誘電体硫酸 グ リシ ン(TGS)に プn一 ブ としてVO2+を 混入 した結晶のESR実 験 を行 い,

その結果 を解析 した。

結 晶 を 約80。Cでannealし た 結 果,キ ュ ー一リー 温 度T。(49.42℃)以 上 で,一 種 類 の8本

か ら な るVO2+ス ペ ク トル の み が 観 測 され,T。 以 下 の 強 誘 電 相 に お い て は そ れ ぞ れ の 共 鳴 線

が2本 に分 裂 した 。

その事実 は反平行 なVO2÷ 双極子の局所電場 との相互作用 による微 小な角度変化の結果 によ

ることが示 された。 したが って,VO2+双 極子 の分極軸 に対す る角度 の温度変化は,局 所電場

の温度変化を反映 しているもの と考え られ る。

更 に,強 誘電相 において2本 に分裂 した共鳴線 の強度 が外部電場 を印加す るこ とによ り変化

し,時 間緩和す るとい う興味ある観測結果が得 られ,こ れ よ り,局 所電場中でのVO2+イ オ ン

の動的振舞 について新 らしい知見が得 られ た。
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